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『5-STAGE英文法完成』の改訂によせて
　しつこいほど反復するから定着するのだ！

木村　達哉

１．中学校学習指導要領改訂に合わせて
　2017年３月 31日に新学習指導要領が告示され，
中学校の英語指導が従来のものと少しだけ変わるこ
ととなった．おそらくその告示の「教育目標」に基
づいた形で教科書も新しい内容となるはずである．
　2011 年に発刊した拙著『5-STAGE 英文法完成
BOOK１～３』は，著者である私が驚くほど多く
の学校でご愛用いただいている．当初はこんなにも
同じ内容を反復するようなタフな問題集を採用する
学校は少ないのではないかと思われたが，中高一貫
校だけでなく，公立中学校でも使っていただいてい
ると聞き，感謝している．その事実はおそらく指導
者の方々がいかに英文法指導が重要であるかを実感
されていることの証左であろう．
　編集担当者から中学校学習指導要領改訂に合わせ
た形で本書も改訂したほうがいいのではないかとい
う連絡をいただいたとき，こんなにも多くの生徒た
ちが使っている本の改訂作業は慎重に行わねばなら
ないと，緊張しながらパソコンを立ち上げることに
なった．

２．英文法学習の目的地
　私が教員になってすぐのころあたりから，いわゆ
る四択問題がたくさん掲載されている問題集が何冊
も発刊され，それなりに売れていた．各社が競争す
るかのようにその手の問題集を出し，英語の教員が
なにを採用するのかで頭を悩ませるような状態がず
っと続いていたように思う．さすがにもう四択問題
集では英文法の知識が定着しないということが理解
され，最近は学校での一括採用が激減している．
　文部科学省に言われるまでもなく，英語も日本語
もツールであり，そのツールを使いこなすためには
様々な表現や単語を知っておかねばならない．そう
いった知識のない人間がある言語を使いこなせるわ
けがない．それと同時にその言語のルールを知って

おくことが大切である．日本語の場合だと，どうい
ったときに「わたしは」になり，どういったときに
「わたしが」になるのかというようなことは，我々
日本人の場合，幼少のころからミスをすれば親や教
師に訂正されたものである．自然と身についたと勘
違いしている日本人も多いけれども，単語集（日本
語の場合は漢字ドリルであることが多い）とともに，
周囲の人たちの努力によって日本語文法を叩きこま
れてきたのである．
　英語にもルールがあり，文法とか語法とかと呼ば
れている（以前は構文と呼ばれていた時期もあった
が，最近はそういう呼び方を耳にしない）．私が高
校生のときには「Grammar（文法）」という科目が
あり，しっかりと指導されていたので読めるように
なり，また書けるようになった．一方，現在は科目
の名前が英文法を軽視した形になっているものだか
ら，中には英文法なんて気にしなくていいというア
マチュアの人たちが，少数派ではあるが，出てきて
いるように思う．そして楽をしたい生徒たちは，ど
うしてもそういうアマチュアの人たちの声が魅力的
に映り，「そうだ！英文法なんて要らないはずだ」
という意識を持つに至る．中には英文法があるから
つまらないんだという驚くべき主張までなされる．
言うまでもないが，英文法を知らないから英語がつ
まらないのに．
　英文法の目的地は常に「正確に書く（話す）こと」
である．アウトプット（書く・話す）をする際に正確
な英語を使えるようにするために英文法を勉強する
のである．インプット（読む・聞く）活動の場合には，
英文法を理解していない人であっても相手の言い分
を理解できる場合がある．例えばある奥様が，My 
husband is traveling abroad, so Iʼm at home by 
myself.と言ったとする．英文法を理解していない
人が現在進行形を理解せずに「そうか，この人の旦
那さんは習慣的に海外旅行をするから，この人は家
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で１人でいるんだな」と勘違いをしたとしても，
「家で１人でいる」ことを理解したことになるので，
会話は比較的スムーズに続きやすい．一方，自分が
書いたり話したりする際に文法的なミスをすると，
相手に思わぬ誤解を与えることになるし，それをも
しも外交官や企業戦士がしたとすれば，甚大なる被
害につながることになろう．英文法は書いたり話し
たりする際にミスをしないようにするために学ぶの
である．決して四択問題に正解するためのものでは
ない．そこを理解して英文法の指導をしていなけれ
ば，いくら四択問題集を何周も何周も反復したとこ
ろで，英語を書かせたら文法的なミスを生徒たちが
頻発させることになるのは当然である．英文法指導
のゴールはひたすら書かせることなのである．

３．正確な英語で書くために
　だからと言って，英文法を学んだら即座に正しく
英語が書けるかというと決してそういうわけではな
い．日本人は英語を読んだり書いたりすることはで
きると言われるけれども，決してそうではなく，英
語を書ける日本人などかなりの少数派であることは
誰でも知っているのではないか．我々英語のプロで
あっても正しく英語を書くのにどれだけ辞書をひい
ていることか．ましてや英語を学び始めて数年の高
校生や大学生が正しい英語で文章を書くのは至難の
業で，それなりのプロセスを踏まなければならない．
　なにより大切なのは理解である．進行形は一時的
行為を表す，仮定法過去は現在の事実とは異なるこ
とに対する願望や欲求などを表す，同格は，倒置は，
完了不定詞は…そういったことをいちいち正しく理
解していない人間が，それを使って正しく英語で文
を書けるはずがない．したがって授業の中で項目ご
とにしっかりと教員が生徒たちに説明し，そして理
解させることがなによりも求められる．現在は「英
語表現」という科目の中で文法指導を行っている学
校が多いが，教員の文法知識が不足していると生徒
たちに伝わらないので，我々教員もしっかりと理解
しなければならないのは言うまでもないだろう．
　さて，理解ができたら即座に書けるかというとそ
んなわけがない．理解している我々であってもミス
をするのだから（もっと言えば，ネイティブであっ
ても文法のミスをする），ましてや生徒たちにこの
段階で「何回も説明したでしょ」と言ったところで

どうしようもない．人間の脳はいくら覚えたところ
で，１日も経てば 74％も忘れてしまう生き物であ
ることはエビングハウスが指摘するところである．
　理解したことを脳に刷り込むことが大切である．
そのために様々な手段を使う．まずはインプットが
できるように，つまり英語で書かれたものが理解で
き，うまく日本語に直せるように，あるいはその文
法項目を使った英文を話されたら正しく聞き取れる
ように，トレーニングを重ねることになる．四択問
題などを重ねても構わないが，あくまでも初期段階
での指導なので，高２や高３になっても四択問題を
何度も何度も反復していると，この後に控える最も
大切なアウトプット段階の時間が短くなってしまう．
　インプット活動を何度もやっているうちに，それ
を使って簡単な英文なら書けるようになってくる．
未習内容や，日本人が苦手とする冠詞や前置詞など
のミスはあるかもしれないが，少なくとも教わった
文法項目であれば（語彙さえ与えられれば）書けるよ
うになるはずである．ここまでくれば，その文法項
目が脳にしがみつきつつある段階であると言えるだ
ろう．まずは部分英作文をやったり，簡単な１文の
英作文をやったりといった活動を通じて，その項目
が使えるようになってくる．
　ただし，時制が使えるようになっても，助動詞が
使えるようになっても，そこで用いられる名詞や動
詞といった内容語の知識がなければ新しい英文を書
けるようにはならないので，英文法と英単語や熟語
の学習は常に両輪で，同時に行わねばならない．

４．と言っても脳は忘れる
　時制を征服し，助動詞をやっつけ，準動詞を倒し，
仮定法を支配し…このペースでいくと英文法の神に
なるのは時間の問題だ！と思うのは夢物語で，残念
ではあるが，そううまくはいかないのである．なぜ
ならば，時制を征服し，助動詞をやっつけたころに
は時制の知識が徐々に薄れ始め，準動詞を倒してい
る間に時制の知識は消え，さらにはせっかくやっつ
けたはずの助動詞の知識までもが消え始めるからで
ある．これは前述の通り，我々の脳は「これは要ら
ないな」と思った知識や情報をデリートしていくと
いう機能を持っているからである．私はあちこちの
学校で講演をさせていただいているが，一番多い質
問が「僕は覚えるのが苦手」や「私はすぐに忘れ
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る」といったものである．私は常に「それは健康な
証拠だから喜びなさい」と回答することにしている．
　本校からは多くの生徒が東京大学などの難関大学
に合格する．そういった生徒たちも，なにか特別な
東大脳といったようなものを持っているわけではな
い．なにより大切なことは「自分はすぐに忘れてし
まう」と思いながら勉強をしている生徒が合格して
いるという事実である．成績のいい生徒こそ「自分
は忘れっぽい」と自覚している．逆に少し利口な生
徒は，自分はそれなりにおつむがいいということを
自覚し，覚えたから大丈夫というような間違った意
識でいる．なので伸びないし，やはりすぐに忘れて
しまうのである．
　ある生徒が『5-STAGE 英文法完成 BOOK１～
３』はこれでもかというくらい同じ項目が出てくる
が，あまりにも反復しすぎではないか，こんなにも
反復しなくても自分はできると思うと私に言いにき
たことがある．なにしろ時制と助動詞が終わったら
それの確認ページがあり，次に不定詞と動名詞と分
詞が終わったらその確認ページがあるだけでなく，
時制から分詞までのすべての復習ページが待ってい
るのである．進んでは戻り，また進んでは戻りをひ
たすら繰り返すような英文法の問題集は存在しない
のではないだろうか．ただ，これくらい反復してい
るのに，それでも忘れてしまうのが私たちの脳なの
である．その生徒には，自分の頭がいいと思うなら
従わなくてもいいが，少なくとも私レベルの脳では
日常的に使わない英語のルールなど，この程度は反
復しないとすぐに抜け落ちてしまうのだと説明した．
その彼も来年の入試で間違いなく東京大学に合格す
ることだろう．あの時に指導に従った彼には「な，
従ってよかったやろ？」と卒業時に言ってやりたい．
　英単語にしても英文法にしても，普段使わないも
のはどんどん忘れていってしまう．勉強時間ではな
く，出会う回数で決まるのである．九九を覚える際，
２の段を覚えて３の段に行くときには，もう一度２
の段から口に出して反復し，４の段に進む際にもも
う一度２の段からやり直しを繰り返したはずである．
翌日に５の段からやるときも，２の段から声に出し
たはずである．英単語や英文法の学習にも同じ態度
が求められる．だから私はこの『5-STAGE英文法
完成 BOOK１～３』をつくったのである．そして
冒頭にも述べたが，こんなにも反復回数の多い，タ

フな問題集を全国の様々な学校で採用いただいてい
ることを嬉しく思うだけでなく，私と同じ考えを持
っている英語科の先生方がこんなにも多いことに，
英語教育界の未来を託したいと思う．

５．どこをどう改訂したのか
　新しい中学校学習指導要領にしたがって，内容を
見直したのは言うまでもない．仮定法や現在完了進
行形や過去完了の配列を検討した．教科書によって
登場する箇所が異なるので，どこにそれらを押し込
めるのかに苦慮したが，常識的な場所に各項目を置
いたつもりである．使ってくださっている学校の実
情に応じて指導していただければ幸甚である．
　それ以外の改訂箇所について列挙したい．

⒜　リスニング（ディクテーション）を FOURTH 
STAGEに，英作文を FIFTH STAGEに置き，
ディクテーションには部分ディクテーションを追
加した．

　　インプット活動を行ってからアウトプット活動
をするのが英文法学習の目的に沿った形であろう
から，リスニングを英作文の前に置いた．さらに，
リスニング初心者の生徒たちも多くいるだろうか
ら，全文のディクテーションを行う前に部分ディ
クテーションを追加することで，そういった生徒
たちに寄り添った．

⒝　現代社会で実際に使う語彙を増やし，WORD 
CHECK掲載語は本文中に＊をつけることで語彙
学習をしやすくした．

　　本書が初めて発刊されたときから，我々が使用
する語彙がずいぶん変化している． SNS や
smartphoneなどが一例である．このような語彙
も問題文中に使用した．英文法の学習をする際に
「使う」を意識するのであれば，やはり語彙を変
化させる必要があると感じたためだ．

⒞　音声 CDに加え，QRコードからの音声再生と
「数研発音マスター」を使った発音練習を可能に
した．

　　CDデッキを持っていないがスマートフォンな
ら持っているという環境もあるだろう．生徒たち
にはリスニングの勉強をして，着実に英語の耳を
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つくっていってもらいたい．

６．最後に
　新型コロナウイルス感染症の拡大で，生徒たちの
学びが大きく変化したと報じられている．しかし，
英語の学びが変化することなどあり得ない．せっか
く人生の大切な時間を割いて外国語を学ぶのである
から，入試のためだけの学習ではなく，大学や社会
で正しく使えるための学習姿勢を貫いていただきた
い．拙著を使って学習した生徒たちが，英語を書い
たり話したりするのには自信があると胸を張り，世
界中を舞台に活躍してくれることを心から願ってい
る．

 （灘中学校・高等学校 教諭）
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